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【削減状況の自己評価】
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温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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所
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県内の
主　な
工場等

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

業種名：医療業

医療業

KMCスマイル保育園

倉敷市白楽町250

事業の
概　要

部署名：

番号

主たる業種

本票作成

一般財団法人倉敷成人病センター

分類
コード

倉敷市真備箭田1130

①

一般財団法人倉敷成人病センター
710-8522

岡山県倉敷市白楽町250

病院事務部　施設管理室

年度)

台）

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

所　　在　　地

②

④

③ 倉敷成人病健診センター 倉敷市白楽町282

倉敷市白楽町292-3

元

（●工場等の数

老人福祉施設ライフタウンまび

ｔCO2

295

30

未達達成5.0

※ライフタウンまびが被災によって稼働してない期間があり
温室効果ガスの排出量は去年に比べて半分になっている
①年間を通しての空調負荷の増加
②医療機器の増加による電力負荷の増加
③夏季の外気温上昇による電力負荷の増加
④手術件数の増加（年間300件）
排出量上昇傾向　医療機器や外気温の上昇により電力負荷の増加は今後も考えられる。削減に向けて
LED工事や空調更新など対策が必要。
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一般財団法人倉敷成人病センター

主な工場等
の排出量

番号

（該当事業者のみ記入）

施設利用者数 11,651.000
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

（30年度実施分）

・病棟2階OP⑥.⑦.オートクレープACP系統空調機更新（5月実施）

・病棟9階空調室外機へ散水装置設置（6月実施）

・ライフタウンまび照明器具LED工事（311台）
　約13.5kwhの消費電力削減（8月実施）

（今後実施予定分）
・クリニック棟1階ホール系統空調機更新

・病棟照明器具一部LEDへ切替

・病棟空調機ACP系統一部更新（改装にあわせて更新）

・病棟空調機GHP系統一部更新（改装にあわせて更新）

【推進体制】

その他

エコ委員会（委員長　事務局　各部署1名ずつ）を構成。2ヶ月に1回の委員会活動で省エネ（水光熱
費の削減）課題で目標設定を行い全体で運用。
当院の室内温度設定「約束温度」の室温管理を強化。エコ委員会による温度管理ラウンドを実施。職
員への温度管理徹底を促進。

　 無

　 無

5月～9月、クールビズ実施

倉敷成人病センター
ライフタウンまび

実施した措置及び今後の取組の内容

　 無

　 無

県内で
の取組

工場等の名称

その他

県内で
の取組


